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〈172〉Face and communication: Cognitive basis and its evolution
小田：よい質問ですね。私もそう思いますし，このような研究にとっては頭の痛い問題です。で
すが，私の研究は利他主義についてで，裏切りについてではありません。裏切り者と非利他主義
者は異なる，と私は思っています。
Laeng：もうひとつ，くだらない質問です。目の効果はありそうですが，鼻や耳の絵では試され
たことはありますか。
小田：そうなのです。私も興味があるのですが，まだやったことがありません。
大久保：ありがとうございました。他にご質問はございますか。では一旦ここで締めさせていた
だきます。どうもありがとうございました。
